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病 院 紹介 一一

三 菱 神 戸 病 院 樹1旛酵轡賜塁瓢」粥1認

神戸市は、最近、ホー トアイラン ド、六甲アイ ラン ド

と相次いで埋め¥./1て地が完成し、色 々な 目的に使われて

いますが、 この埋め 立てか 最 初に行われたのは 明治3tl

年、現 在、三 菱重⊥KKの ある場所であ り、11_fi(fには、

和 田岬今出在家地先海面2万8千 坪を埋め 、ン:てたのが始

まりであ ります、、この地域は、現在 も海抜零 メー トル地

帯であ りますU昭 和3y年 、昭和10年 の2回1こ わたる水害

病院地 ド室が浸水し、 多大び)損害 を うけた事があ ります

ので10数 年前に 防潮堤が 完成し、 その後水害が無 くな

./てい ますが、万一に備え、病院 として も防潮⊥ じ1{が施

⊥ されています。会社の創 、ン:は明治38年 であ りますが、

その2年 後の明治40年12月 に木造平家建ての診療所が開

設 され、その後、時代の流れ と共に昭和10年6月 、兵庫

区和 田宮通6丁 日の現在の場所に 病院が 建 設 され まし

た。その当時の建屋は、敷地2,785平 方 メー トル、地下

1階 、地上3階 の鉄筋 コンク リー ト造 りで、当時の建屋

としては 神戸では 有数の立派な 病院で あ りました。そ

の 後、数回にわたる増改築が行われ現在に至.,て い ます

が、昭和10年 に建て られた本館は現 在もその雄姿を横た

えています。

現在の病院の規模は、許II∫病床 数270床 、建坪ll,000

平方メー トルであ ります。診療科 目は、内科、小 児科、

外科、整形外科、皮唐泌尿器科、眼科、耳鼻咽喉科、産

婦 人科、歯科、放射線科等の総 合病院であ り、その他に

衛生課、放射線管理課をも.Jて います。

主たる設備としては、ICU、CCU、 人工透析室、

超音波室、CT(全 身用)室 、健診 センター(人 間 ドッ

ク)、,,,,.,.、 ク リーンルーム、X線TV室 、中央

r術 室、中央材料室、中央検査室、中央医局等の近代設

備を整えてお り、現在、図 壽室 と病歴管理室の整備に努

力してい ます。

現在、医師数は、27名 て、その殆ん どは神大の各医局

より派遣 されてい ます.,病 院の総 人員は約300名 であ り

ます。神戸造船所の社員数は約7,000名 、協力社員を含

め ると、約10,000人 であ ります。

当病院設立の 目的は、従業員の 福利厚生の観点か ら作

られたものであ り、特に労働災害外 傷が発生 した場合に

直ちに対応 する事 を目指 した もので、従業員に安心 して

働 らいて もらうとい う当時の トップマネージt・一の配慮

に よるものであ ります。一方、当時、結核患 昔が 多発 し

ていた事もあ り、健康管理 を充実する嚇も二重要な課題で

あ った と思われ ます、,最近6x,造 船工法の改善に より、

災害外傷は、非常に減少 し、結核患 者も、抗結核剤の進

歩に より急速に減少 し、初期の 日的は失われつつあ りま

すが、平均寿 命の延びと定年延長に伴い、中高年の健康

管理対 策と中高年の疾病が増加 してお り、これか らの対
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応 が重要 とな ってい ます。地域住民とは、会社、社員等

と色々密接な関係があ り、病院 も地域住民に開かれた病

院 として、広 く地域住民の診療を行ってお り、遠 くは淡

路島等か らも診療に来 ています。

院長方針 としては、第一に患者に信頼 される病院。第

二に各科 の有機 的連けい。第三に健康で明るい職場を 目

標 にしてい ます。幸いにも、両副院長を始 め、神緑会の

会員の皆様、病院の皆様か らの暖かい ご支援を うけ、全

員一丸 とな って医療を進めてい ます。

1年 間 の主な催し物を列挙 します と、運 動会(家 族 と

一緒に行
ってい ます)、 新人歓迎ハイキング(春)、 高

校野球を楽しむ会(夏)、 ボウ リソグ大会(秋)、 忘年

演芸会(冬)、 囲碁大会、 将棋 大会、 麻雀大会、 忘年
;9.K

会、旅行、歓送迎会、 ゴル フ大会(扇 岬会…医師OBと

現役の コンペ)、 菱神医会(医 師OBと の懇親会)等 が

あ り、医療 とい う兎角沈み勝ちになる仕事 の合間をぬ っ

て、お互 いrr楽 しむ様にしてい ます。その他、会社の主

催す る野 球大会、バ レーボール大会、運動会等に、病院

チームとして参 加し、 日頃の技を披露し、気 を吐いてい

ます。 会社の仕事は、 ほとんど 世界全域に またが って

い る関係上、社 員の健康管理のために、世界各国に駐在

してい る社員の衛生パ トロールを実施してお り、北中南

米、東南ア ジア、中近東等の各 ブ ロックに分け、社 内病

院、或は、診療所に勤務している医師が交互に各地を回

ってい ます。神戸病院も2,3年 に1回 、当番がめ ぐっ

てきますので、医師を派遣 しています。期 間は3～5週

間 です。国際都市神戸 とい う土地柄か らも、出来る限 り

多 くの医師に行 って頂 き、視野を広 くしていきたいと考

えてい ます。

最後にな りましたが、ス タッフを派遣 して頂いている

神大の各 教室をは じめ、神緑会の皆様方の各方面か らの

ご支援、 ご協力に心本紙上を借 りて厚 くお礼を申し上げ

ます。

尚、当院は神大付属病院か らは近いので、是非共、,ご

来院 していただ く事をお願い申し上げ ます。

(文責 増 田克久)
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27名

〈交通機関〉

市パス ご利用の場合(吉 田町回 り)

灘 論繍み翻 畿 灘為蒙
タクシーの場合、国鉄兵庫駅 よ り約5分 。
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